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９月にサントリーホールで開催される『フレッシュ名曲コンサート～第19回Ｋｉｓｓポートク

ラシックコンサート～』。ソリストとして出演されるソプラノ歌手の文屋小百合さんにお話

を伺いました。

――今回今回今回今回ののののコンサートコンサートコンサートコンサートではではではでは、、、、メンデルスゾーンメンデルスゾーンメンデルスゾーンメンデルスゾーンのののの『『『『讃讃讃讃歌歌歌歌』』』』がががが聴聴聴聴けるそうですねけるそうですねけるそうですねけるそうですね。。。。

『讃歌』を歌うのは、はじめてですので、今からとても楽しみにしています。 

はじめての曲はやはり、ドキドキ感とワクワク感がありますね。 

やり遂げたときには自分のレパートリーになりますし、経験が自分を大きくしてくれます。 

日本を代表するすばらしいソリストの方々や、この舞台に向けて練習を積んでこられた

合唱団の皆さんとの共演も非常に楽しみです。 

出演者の皆さんと、心を、想いを一つにして歌い上げ、観客の皆さまの心に訴えること

ができたら、と思います。

シューマンも賞賛したという、ソプラノの二重唱から、そこに合唱が加わっていく一連の

流れは、特に聴きどころですね。 

ソプラノ同士の二重唱を聴ける機会は少ないと思いますし、曲の構成においても、二重

唱に賛同した人々が、合唱として加わっていくという設定になっています。

『讃歌』は宗教歌ですが、そこに込められている神への賛辞や感謝の気持ちは、周りの

人たちに対しても同じように抱くことができると思います。 

ですから、音楽自体も、身近なものとして皆さんに共有していただきたいですね。

――「「「「感謝感謝感謝感謝のののの気気気気持持持持ちちちち」」」」についてについてについてについて、、、、文屋文屋文屋文屋さんごさんごさんごさんご自身自身自身自身のおのおのおのお話話話話をををを聞聞聞聞かせてくださいかせてくださいかせてくださいかせてください。。。。

まず、この音楽の道に進ませて頂き、サポートしてくれた両親に感謝しています。 

両親は、私の人生にレールを敷いてしまうこともなく、必要な機会を与え、一緒に話し合

いながら、自分で決断させてくれました。 

小学校６年生のときに、父が家族会議を開いたんです。 

「どのような進路の樹を育てたいか」と問いかけられました。 

当時、剣道・書道・水泳・ピアノ・合唱団と習い事をしていたのですが、その場で、中学の
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部活は剣道部に入り、また、歌の道に本格的に進む、と決めました。 

ものすごく重大なことを決断した気がして、涙がたくさん出た覚えがあります（笑）。 

そこからはずっと歌の人生ですね。

また、現在、子育てと歌を両立できているのは主人や家族の理解があってこそですね。 

地域のファミリーサポートセンターの方にもお世話になっており、多くの方々に支えられ

ています。 

子どもを持つ以前も、歌わせていただくことには感謝していましたが、今はそれ以上に、

支えていただいて今の自分があるのだ、という実感と感謝があります。

――コンサートコンサートコンサートコンサートにににに来来来来られるられるられるられる方方方方ににににメッセージメッセージメッセージメッセージをおをおをおをお願願願願いしますいしますいしますいします。。。。

音楽にどっぷり浸かって心を癒す、心を洗濯するような時間にしていただけたら、と思っ

ています。 

それと同時に、感謝の気持ちや平和を願う気持ちを、身近に感じられる時間となればう

れしいです。

▲このページのトップへ

｜個人情報保護について [PDF]｜

 
(公益財団法人 港区スポーツふれあい文化健康財団) 

港区赤坂4-18-13赤坂コミュニティーぷらざ 

電話：03-5770-6837/Fax：03-5770-6884 

お問い合わせ：fureai-info@kissport.or.jp

このホームページはKissポート財団の公式ホームページです。このホームページのすべての権利は当財団に帰属します。 

当財団の許可なく複製、転載は出来ません。


